
09/09/17■厚生労働大臣に長妻昭氏。大いに期待したい！

　2009年9月16日、鳩山民主党政権が発足した。

　医療行政を管轄する厚生労働大臣には、予想通り、「年金のエキスパート」長妻昭氏（49）
が就任した。長妻氏は、「厚労省のうみを出していく。国民から尊敬される官僚が出てくる組
織に生まれ変わらせることが私の責務だ」と記者会見で語ったように、今後、年金行政を中心
に厚労省をどんどん改革していくだろう。

　　

　　（長妻昭HPより）

    

　彼は、2度の落選後、2000年の衆院選で初当選して、政界入りした。じつは、私も、2003年
衆院選に東京7区より立候補して落選（当初は自由党の公認候補だったが、このとき民主党と
自由党が合併したため無所属の会で出馬）。さらに、2005年衆院選には、選挙区を地元の大阪
13区に移し、民主党公認で出馬したが落選した。

    

　落選は苦い経験である。それを知っているからこそ、2度の落選を乗り越え、しかも自分の
志を1本に絞って活動してきた長妻氏には、大いに期待したい。彼は、もともとは電機メーカ
ーで営業をやっていた。また、ビジネス雑誌の記者もやっていたから、世間智も備わっている
。芯がしっかりしている。
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